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令和５年５月27日に開所した「木の駅」

第3回

令和６年

定例会

　
第
３
回
定
例
会
に
は
、
令
和
５
年
度

の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
認
定
議
案
10
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
議
案

の
重
要
性
、
複
雑
性
、
膨
大
性
か
ら
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
慎

重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、10
会
計
の
総
額
で
歳

入
67
億
３
５
６
６
万
円
、歳
出
65
万
２
６

４
９
万
円
と
す
る
令
和
５
年
度
決
算
は
、

す
べて
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
～
５
㌻
に
、一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
決
算
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

●
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
給
水
の
状

況
は
、
給
水
戸
数
２
０
６
３
戸（
前
年

度
比
10
戸
増
）
で
、
給
水
区
域
内
に

お
け
る
普
及
率
は
94・０
％（
同
０・２
ポ

イ
ン
ト
増
）と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、経
営

収
支
の
状
況
は
、３
㌻
に
掲
載
し
た「
水

道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
」の
と
お
り

で
あ
り
、損
益
計
算
書
に
示
さ
れ
た
純

利
益
は
、２
７
０
８
万
円（
同
９
０
４
万

円
増
）と
な
って
い
ま
す
。

決算を考える・財政状況を知る

令和5年度の会計別決算の状況

区　　　分
歳　入

歳　出 
(B)

差 引 額  
(A)-(B)

予算に対する執行率

総額(A) 左記中一般会計 
か ら の 繰 入 額 歳　入 歳　出

一　般　会　計 55億2295万円 53億4195万円 1億8100万円 90.97% 87.99%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 6億5955万円 7181万円 6億5897万円 58万円 100.07% 99.98%
後 期 高 齢 者 医 療 7261万円 2521万円 7253万円 8万円 99.11% 99.00%
農業集落排水事業 9392万円 5066万円 6934万円 2458万円 99.93% 73.77%
下 水 道 事 業 1億7415万円 1億1875万円 1億5258万円 2157万円 99.66% 87.32%
索 道 事 業 1107万円 909万円 1106万円 1万円 100.03% 99.93%
戸 田 財 産 区 598万円 0万円 557万円 41万円 99.84% 92.96%
伊 保 内 財 産 区 1965万円 0万円 1795万円 170万円 99.67% 91.06%
江 刺 家 財 産 区 602万円 0万円 547万円 55万円 98.26% 89.37%

合　計 65億6590万円 2億7552万円 63億3542万円 2億3048万円

※端数処理を行い掲載しています。次ページ以降の表・グラフ等についても同様の処理をしています。

●水道事業会計の決算状況●
１　収益的収入・支出〔経営成績〕
●収入　１億4826万円　●支出　１億1262万円
2　資本的収入・支出〔施設整備費など〕
●収入　　　2150万円　●支出  7845万円
※収入が不足する5695万円は、当年度分損益勘定留保資
金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減
債積立金で補てんしています。

令和５年度一般会計など10会計の決算

総額67億円を認定する
　 令和６年第３回定例会は、９月２日から13日までの12日間の会期で開かれました。
本定例会では、村長から提出のあった令和５年度会計決算が認定されたほか、村が抱える
課題の解決を目的とした「村づくり推進課」の設置や副村長の選任などが行われました。
　一般質問には３人が登壇し、地域の課題解決などについて村政をただしました。

一般会計決算53億4195万円

性質別の支出から見る
　令和５年度一般会計の歳出決算額は53億4195万円
で、前年度決算額と比較すると４億3722万円、８.９％の
増額となっています。
　歳出を経済的な性質に着目した「性質別分類」で見る
と、人件費や扶助費、公債費といった　「義務的経費」が
前年度より5823万円、3.1％の増額となりました。義務的
経費は増加傾向にあります。
　「投資的経費」は、オドデ館の改修工事が終了したもの
の引き続き行われた南側駐車場の整備、共同住宅の建
設に加え、令和４年８月の豪雨災害の復旧事業費に６億
8799万円の支出があったことから前年度より２億5621
万円、23.６％の増額となりました。 「その他の経費」は、
下水道事業と農業集落排水事業特別会計への繰出金や
地域おこし事業関係の負担金が増えたことなどで前年度
比１億2278万円、6.3％の増額となっています。
※歳入と目的別の歳出は、４・５㌻に掲載しています。

● 令和５年度実施の主な事業 ●
・令和４年８月豪雨災害復旧事業……６億8799万円
・九戸村共同住宅建設工事………………1億716万円
・オドデ館南側駐車場舗装等工事…………3595万円
・地域おこし協力隊・起業人事業…………8502万円
・九戸村こども手当…………………………1661万円

・九戸村燃油価格等高騰対策支援助成金…1456万円
・生活者応援商品券交付事業………………1275万円
・木の駅整備事業…………………………… 564万円

決
算
審
査
は

特
別
委
員
会
で

施
策
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

1 2

3 4

1搬入された木材を「まき割り機」で加工　2１㍍の長さに切った丸太を軽ト
ラックで木の駅に搬入する利用者　3開所式で木の駅をPRする「神楽舞ちゃ
ん」　4令和５年度に事業費256万円(繰越明許費)で整備した「まき棚」

▲オドデ館南側駐車場

九戸村共同住宅

▲

一般会計決算 性質別歳出の状況

義務的経
費
　
36.1%

投資的経費　25.1
%

そ
の
他
の
経
費
　
38.8%

人件費
8億4255万円
（15.8%）

扶助費
5億4709万円
（10.2%）

公債費
5億4150万円
（10.1%）

普通建設
事業費

6億5265万円
（12.2%）

災害復旧
事業費

6億8799万円
（12.9%）

物件費
7億8423万円
（14.7%）

補助費
7億1977万円
（13.5%）

維持補修費
1950万円
（0.4%）

積立金
5351万円
（1.0%）

投資・出資金・貸付金
300万円（0.0%）

繰出金
4億9016万円
（9.2%）
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決算を考える・財政状況を知る

一般会計53億円
“むらづくり”にどう 生かしたか

一般会計の決算

決 

算
令和５年度　一般会計決算

【歳入】
区　　分 前年度決算額

と  の  比  較 区　分　の　説　明

自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

村 税 △1209万円 村民税や固定資産税など、村民の
皆さんからの税金

諸 収 入 △1675万円 村税等の延滞金や預金利子など

使 用 料
及 び 手 数 料 139万円 証明事務などや公共施設等の利用

者が負担するお金
そ の 他 の
自 主 財 源 8036万円 分担金や負担金など、他の収入科

目に含まれないお金

自 主 財 源 計 5291万円

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

地 方 交 付 税 425万円 村の財政需要の状況により、国から
配分されたお金

村 債 △1億6728万円 事業を行うために国や金融機関な
どから借りたお金

国 庫 支 出 金 2億9495万円 事業を行うために国から交付され
たお金

県 支 出 金 9917万円 事業を行うために県から交付され
たお金

そ の 他 の
依 存 財 源 △319万円 地方消費税交付金、地方譲与税、法

人事業税交付金など

依 存 財 源 計 2億2790万円

歳 入 総 額 2億8081万円

【歳出】
区　　分 前年度決算額

と  の  比  較 区　分　の　説　明

総 務 費 1863万円 村の全般的な業務や財産管理、村
税の事務などに充てた経費

民 生 費 6217万円 高齢者や障がい者、保育園の運営
など社会保障に充てた経費

災 害 復 旧 費 5億2503万円 災害の復旧に充てた経費

土 木 費 8985万円 道路・河川などの建設や維持管理
に充てた経費

公 債 費 2184万円 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

教 育 費 △1億2107万円 小・中学校、幼稚園の運営や社会教
育・体育事業などに充てた経費

農 林 水 産 業 費 4377万円 農林水産業の振興などに充てた経
費

消 防 費 2306万円 防災や災害時の活動などに充てた
経費

商 工 費 △2億2873万円 商工業の振興などに充てた経費

衛 生 費 199万円 保健・衛生・環境などの業務に充て
た経費

議 会 費 68万円 議会の運営に充てた経費

歳 出 総 額 4億3722万円

特別会計の決算
　令和５年度特別会計は、全ての会計で黒字決算
となりました。しかしながら、多くの会計が一般会
計からの繰入金で黒字を保っている状況です。

●国民健康保険特別会計●
　被保険者数は、人口減少に加え「団塊の世代」が後期高齢者医療
制度へ移行していることや社会保険の適用拡大から減少しました
が、歳出総額は前年度比1206万円の増額となりました。歳入の不
足分は、一般会計からの繰入金で賄っています。

●後期高齢者医療特別会計●
　被保険者数は、「団塊の世代」の加入などにより増加。歳出総額
は前年度比で、190万円の増。歳入は、保険基盤安定負担金など
で補てんされ、差引残額は８万円となりました。

●農業集落排水事業特別会計●
　令和６年度からの公営企業会計方式適用に伴い、打切り決算
(※)となりました。同会計方式移行に備えた繰入れがあり、一般会
計からの繰入金が前年度比2275万円増えています。　

自主財源は19.５％と低く依存型財政
●歳入を前年度と比較すると、村税や諸収入、村債は減少し
ましたが、国庫支出金や県支出金の収入が大きく増えたこ
とから、総額では２億8081万円の増額となりました。自主財
源は前年度と同じ19.５％と低く、国や県に依存する財政と
なっています。
・国庫支出金の増額⇒令和４年８月豪雨災害に対する災害

復旧費負担金の増など。
・県支出金の増額⇒同災害復旧費補助金や物価高騰対応

の地方創生臨時交付金の増など。
・村税の減額⇒個人・法人村民税の減収など。
・村債の減額⇒過疎対策事業債借入れの減少など。
・諸収入の減額⇒還付金など雑入の減少。

令和４年災害の復旧事業で歳出が増額
●歳出を前年度と比較すると、総額で４億3722万円の増額
となりました。これは、教育費と商工費が減少した一方で、災
害復旧費や民生費、土木費などが増額となったことによりま
す。歳出の執行率は87.99％で、前年度より８.13ポイント高
くなっています。
・災害復旧費の増額⇒令和４年８月豪雨災害の復旧事業の

実施による。
・民生費の増額⇒介護施設整備に対する補助金や物価高

騰支援給付事業の実施など。
・土木費の増額⇒九戸村共同住宅の新築整備など。
・教育費の減額⇒小中学校校舎等改修工事の終了など。
・商工費の減額⇒オドデ館増改修工事の終了。

村税
4億7924万円

8.7%

諸収入
１億1861万円
2.2％
使用料及び
手数料
6815万円 
1.2％

その他の自主財源
4億939万円

7.4％

地方交付税
24億5177万円

44.4％

国庫支出金
6億8621万円

12.4％

村債
6億1479万円

11.1％

県支出金
4億8688万円

8.8％

その他の依存財源
2億791万円  3.8％

自主財源
10億7539万円

19.5％

依存財源
44億4756万円

80.5％

歳入
55億2295

万円

総務費
12億4755万円

23.4％

民生費
9億9801万円

18.7％

災害復旧費
6億8799万円

12.9％

公債費
5億4171円
10.1％

農林水産業費
3億1185万円

5.8%

消防費
2億6982万円

5.1％

衛生費 1億4010万円 2.6％

土木費
5億8072万円

10.9%

商工費
1億6219万円

3.0％

教育費
3億5211万円

6.6％

議会費 4990万円 0.9％

歳出
53億4195

万円

　令和５年度一般会計の決算額は、歳入が55億2295万円、歳出は53億4195万円で、差
引額は１億8100万円の黒字となりました。この差引額から翌年度に繰り越す財源である
8803万円を除いた実質収支額は、9297万円となっています。決算額を前年度と比較する
と歳入が2億8081万円、歳出は４億3722万円と、それぞれ大きく増額しています。
　決算額の増額は、令和４年８月豪雨災害の復旧事業を実施したこと。また、新型コロナ対
策関連の事業が縮小したものの、物価高騰に対応する事業を行ったことなどによります。

●下水道事業特別会計●
　一般会計からの繰入金が前年度比で、1519万円増えま
した。令和６年度からの公営企業会計方式適用に備えた増
額で、年度末での打切り決算（※）となっています。

●索道事業特別会計●
　歳出総額は前年度比、1973万円の減少となりました。
これは雪不足で営業日数が少なく、ナイター営業もできな
かったこと。前年度に実施したような大きな工事がなかっ
たことによります。一般会計からの繰入れは909万円と、
前年度より1638万円少なくなっています。

●戸田財産区特別会計●
　歳出総額は、郷土芸能伝承活動寄附金の減などか
ら、前年度比126万円の減少となりました。

●伊保内財産区特別会計●
　歳出総額は前年度比で、971万円の増額となりま
した。立木を売払い、財産管理資金を積み立てたこと
などによります。

●江刺家財産区特別会計●
　歳出総額は前年度比で、102万円の増額となりまし
た。小型動力ポンプ更新の寄附金などによります。

決算状況を３㌻に掲載

一般会計歳出の12.9％
６億8799万円の災害復旧事業を実施
令和４年８月豪雨災害の復旧進む━
　令和５年度では、令和４年８月３日豪雨災害の復旧事業
が令和４年度（事業費１億6297万円）に引き続き行われ、事
業費の決算額は６億8799万円となりました。本年度は、
２億9771万円が予算措置（繰越明許費）されています。

農道
平内北線

➡

村道
瀬月内安堵城線

➡

※  特別会計（官庁会計方式）におけるこれまでの出納整理期間はなく、収入・
支出を3月31日で打ち切り、4月1日から公営企業会計に移行しました。 くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈4〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈5〉



決
算
審
査

令 和５年 度 決 算

決算審査
特別委員会

ど
う
使
わ
れ
た
の
か
？

ど
う
工
夫
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か

議員の視点で─
いま九戸村に必要なことは

令和５年度事業の成果をチェック。
決算審査で各委員が注目した令和５年度事業の成果は…

委員会での質疑や意見を受けとめ
今後の村政に生かすことを期待

　決算審査は、ややもすれば執
行済みのものとして軽んじられ
る傾向にありますが、予算が適
正に執行されたのか、村民に代
わって審査をするとともに、後
年度の予算編成や行政執行に
役立てるため、当局に資料を要
求するなど、熱心な審査が行わ
れました。
　決算審査特別委員会で審議
されたことが、今後の村政に生
かされることを期待します。 川戸茂男委員長

村消防団員の減少が続く
早急な対応策が必要だ

問　
村
消
防
団
の
団
員
数

は
、減
少
し
続
け
て
い
る
。

全
15
分
団
中
、団
員
数
が

10
人
以
下
の
分
団
が
４
分

団
も
あ
る
状
況
だ
。早
急

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

答　
団
員
の
確
保
は
、非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
昨
年
度
は
待

遇
の
改
善
を
行
っ
た
が
、

あ
ら
た
め
て
各
事
業
所
に

理
解
を
お
願
い
し
な
が
ら

有
効
な
対
策
を
検
討
し
て

団
員
確
保
に
努
め
た
い
。分列行進を行う消防団員＝九戸村消防演習 大﨑優一委員

経済対策の商品券事業は
全村民が恩恵を受ける方法で

問　
村
内
経
済
の
活
性
化

を
目
的
に
、プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
販
売
す
る
事
業

が
行
わ
れ
た
。村
民
が
購

入
す
る
方
法
で
は
、商
品

券
を
購
入
で
き
る
人
だ
け

が
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う

声
が
あ
る
。村
内
商
業
者

の
支
援
策
と
し
て
は
、購

入
す
る
方
法
で
も
、交
付

す
る
方
法
で
も
同
じ
効
果

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。商

品
券
事
業
を
実
施
す
る
場

合
は
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
の

よ
う
に
、全
村
民
が
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
方
法
が
望

ま
し
い
の
で
は
。

答　
貴
重
な
意
見
と
し
て

受
け
止
め
、当
該
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
関
係

者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

久保えみ子委員

消防費

商工費

見 本見 本

●令和５年度実施の商品券等事業
・クーポン券発行事業　2592 万円
・プレミアム商品券販売事業 　100 万円
・生活者応援商品券交付事業　1275 万円

決算審査特別委員会
こ こ 注 目に

村消防団員数の推移

令和元年

300

250 295
　　人

297
　　人 289

　　人 272
　　人 251

　　人

2年 3年 4年 5年度

人
※機能別団員含む

　
令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
は
、議
長

を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別

委
員
会（
川
戸
茂
男
委
員
長
）を
設
置
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。各
種
施
策
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、付
託
を
受

け
た
10
会
計
の
決
算
の
う
ち
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
、他
の
９
会
計
は
全

会
一
致
で「
認
定
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
て
、

本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、そ
の
質
疑
の
中
か
ら
、各
委
員
が

注
目
す
る
事
業
の
質
疑
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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決
算
審
査

決算審査特別委員会
こ こ 注 目に

「まさざねネギ」ブランド化
その成果は表れているか

問　
令
和
５
年
度
で「
ま

さ
ざ
ね
ネ
ギ（
九
戸
村
産

ネ
ギ
）」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
だ
が
、作
付
面

積
や
生
産
者
は
増
え
て
い

る
か
。事
業
に
取
り
組
む

際
は
、効
果
が
出
る
よ
う

に
事
前
の
調
査
等
を
し
っ

か
り
行
っ
た
う
え
で
、計

画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

答　

令
和
５
年
度
の
生

産
者
数
は
８
人
で
、
前
年

度
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
作

付
面
積
は
20
ア
ー
ル
減

と
、
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
本
年
度
も
増
え
る

傾
向
に
は
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
調
査
や
企
画

等
を
し
っ
か
り
と
行
い
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

渡　保男委員

企画費

「
ま
さ
ざ
ね
ネ
ギ
」
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ

伊保内高校の存続に向け
どう支援していくのか

問　
村
で
は
伊
保
内
高
校

の
存
続
に
向
け
、積
極
的

に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
外
入
学
者
も
あ

り
、成
果
が
表
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。村
内
に
高
校

が
あ
る
意
義
は
大
き
く
、

今
後
も
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。必
要

な
支
援
は
時
代
に
よ
っ
て

変
わ
る
も
の
で
あ
り
、必
要

な
も
の
は
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、必
要
に
よ
り
見
直
し

も
行
い
な
が
ら
、効
果
的
な

方
向
を
探
って
い
き
た
い
。

中村國夫委員

企画費・教育費

全国高校総合文化祭出場経費に対し
補助金375万円を交付

●伊保内高校への主な支援策
・地域みらい留学事業　251万円
・教育振興補助金　314万円
・公営塾支援事業　284万円
・通学補助事業　222万円
・高校魅力化推進補助金　450万円

財政の健康診断
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各比率が、村長から議会に報告されました。本村の数
値は、いずれも基準を下回っていますが、実質公債費比率(※)は上昇傾向にあります。

⇒「基準を下回り健全」　実質公債費比率は上昇傾向に

財政健全化判断比率の状況

区　分 早期健全
化基準値 元年度 ２年度 3年度 ４年度 5年度 説　　　　　明

実 質 赤 字
比 　 　 率 15.0％ 赤字

なし
赤字
なし

赤字
なし

赤字
なし

赤字
なし

一般会計の赤字の大きさを標準的財政規模
に対する割合で示したもの。

連 結 実 質
赤 字 比 率 20.0％ 赤字

なし
赤字
なし

赤字
なし

赤字
なし

赤字
なし

全会計の赤字の大きさを標準的財政規模に
対する割合で示したもの。

実 質 公 債
費 比 率 25.0％ 6.2％ ➡➡6.9％ ➡➡7.2％ ➡➡7.6％ ➡➡7.9％ 借入金の返済額等の大きさを標準的財政規

模に対する割合で示したもの。

将 来 負 担
比 　 　 率 350.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 将来負担すべき負債の大きさを標準的財

政規模に対する割合で示したもの。

委託先との連携を密にして
デマンド交通の改善を

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運

行
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

り
、改
善
が
必
要
な
点
も

多
く
あ
る
と
思
う
の
で
村

民
の
声
を
受
け
と
め
、解

消
す
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た

改
善
に
必
要
な
運
行
委
託

先
と
の
連
携
は
、ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
村
に
も
多
く
の
意
見

や
要
望
が
届
い
て
い
る
。こ

う
し
た
利
用
者
の
声
に
対

応
す
る
た
め
委
託
先
と
の

検
討
会
を
月
２
回
程
度
開

い
て
、課
題
の
解
決
に
努
め

て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
検
討
会
を
実
施
す
る

こ
と
で
委
託
先
と
情
報
を

共
有
し
、課
題
を
一
つ
一
つ

解
決
し
な
が
ら
利
用
し
や

す
い
運
行
と
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
た
い
。

坂本豊彦委員

企画費

村民の足として期待が高いデマンド交通

雪不足のシーズンが続く
スキー場の継続は

問　
村
営
く
の
へ
ス
キ
ー

場
は
、雪
不
足
に
よ
り
営

業
日
数
が
減
っ
て
い
る
。

積
雪
に
つ
い
て
は
、今
後

も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。ま
た
、ゲ
レ

ン
デ
の
修
繕
や
索
道
の
大

規
模
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

経
費
が
か
さ
ん
で
く
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

事
業
の
継
続
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答　
施
設
の
保
守
や
更
新

に
関
し
て
は
、検
討
資
料
と

す
る
た
め
今
後
10
年
、15

年
の
期
間
で
の
更
新
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。ス
キ
ー
場
は
、毎
年
の

よ
う
に
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
を
行
って
い
る
状
況

だ
が
、本
村
で
唯
一
の
観
光

施
設
、村
民
の
健
康
づ
く
り

の
場
と
い
う
面
を
持
って
い

る
。ま
た
、ふ
る
さ
と
の
館

な
ど
周
辺
施
設
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
な
観
点
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

上村　昇委員

索道事業

くのへスキー場の営業日数等
区　分 営業日数 入込客数
元年度 70日 7580人
２年度 62日 5878人
３年度 64日 9891人
４年度 51日 7205人
５年度 28日 2823人

村債(借金)はどれくらい？

●九戸村ブランド構築事業
補助金 16 万円

　九戸村産ネギのブランド化
に向けた即売会を盛岡市内の
商業施設とオドデ館で開催

一般会計 52億1177万円(8981万円増)

特別会計  8億8302万円(5023万円減）

合　計 60億9479万円(3958万円増）

※　カッコ書きは、前年度との比較。特別会計は、財産区の会計を
　含まない村のみの金額です。

１１7.5万円
前年度比3.7万円の増

村民１人当たり

一般会計 54億1581万円(１億9460万円減)

特別会計 　　　500万円(前年度と同額）

合　計 54億2081万円(１億9460万円減)

※　カッコ書きは、前年度との比較。特別会計は、財産区の会計を
　含まない村のみの金額です。

104.5万円
前年度比1.0万円の減

村民１人当たり

基金(貯金)はどれくらい？

試乗会

※　実質公債費比率は、公債費による財政負担の度合いを示す指標で、
18％以上の場合は起債に総務省の許可が必要となります。くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈8〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈9〉



第
３
回
定
例
会　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

条例 九戸村課等設置条例を改正

重要な課題に対応
機構改革を10月１日に実施

●役場組織改編の概要●

名  

称

村づくり推進課
（旧　IJU戦略室）

上下水道課
（旧   地域整備課
　　   上下水道係）

組
織
改
編
の
目
的

　小学校統合後の跡地
利用や公共施設の老朽
化に伴う将来計画、む
らづくりの検討など、
村が抱える課題に総合
的に対応できるように
体制を整えるもの。

　公営企業会計を行う
組織、経営戦略を他の
業務とは別にする組織
として、新たに課を設
置するもの。

主
な
変
更
点

①行政の総合的調整機
能を総務課から移管

②人口減少対策を追加
③特定の事務事業に関

する業務を追加

①上下水道係を昇格さ
せて課を新設

②所管する業務に変更
なし（旧上下水道係
の業務を所管）

業

務

内

容

・行政の総合的な企画
と調整

・移住定住、観光交流、
人口減少・少子化対
策、住宅、土地利用開
発に関すること

・公聴広報
・公共施設整備計画
・その他特定の事務事

業に関すること

・上水道の未普及地域
対策

・下水道事業
・農業集落排水事業
・合併処理浄化槽に関

すること
・その他上下水道事業

に関すること

　

村
が
抱
え
て
い
る
課
題

へ
の
対
応
を
目
的
に
、役

場
組
織
の
改
編
を
内
容
と

す
る「
九
戸
村
課
等
設
置

条
例
」の
改
正
案
が
提
出

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
の「
Ⅰ
Ｊ
Ｕ
戦
略

室
」が「
村
づ
く
り
推
進

課
」に
、「
地
域
整
備
課
上

下
水
道
係
」が「
上
下
水

道
課
」に
改
め
ら
れ
、10
月

1
日
か
ら
業
務
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

▼
九
戸
村
総
合
開
発
審
議

会
条
例
の
一
部
改
正

　
課
等
設
置
条
例
の
改
正

に
よ
り
、課
等
の
名
称
を

改
め
る
も
の
で
す
。

▼
九
戸
村
個
人
番
号
の
利

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）の
利
用
は
法
律
で
定

め
ら
れ
た
事
務
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、法
が
定
め

る
範
囲
内
に
お
い
て
条
例

で
定
め
る
事
務（
独
自
利

用
）に
つ
い
て
も
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
医

療
費
助
成
の
受
給
者
証
と

し
て
独
自
利
用
す
る
こ
と

で
、受
給
者
証
の
申
請
や

交
付
事
務
な
ど
の
軽
減
、

村
民
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
九
戸
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

公
益
信
託
に
関
す
る
法

律
と
私
立
学
校
法
の
改
正

に
よ
り
、地
方
税
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。内

容
は
、信
託
事
務
に
関
連

す
る
寄
附
金
を
寄
附
金
税

額
控
除
の
対
象
と
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。

人事

　

副
村
長
に
、岩
崎
一
弘
氏（
65
歳
）を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。任
期

は
、４
年
間
で
す
。

　

岩
崎
氏
は
、昭
和
57
年
４
月
九
戸
村

役
場
入
庁
。農
林
建
設
課
長
、会
計
管

理
者
兼
税
務
会
計
課
長
を
経
て
令
和
２

年
３
月
定
年
退
職
。本
村
舘
の
下
出
身
。

副村長に
　岩崎氏を選任

岩
い わ さ き

崎 一
か ず ひ ろ

弘 氏

　
次
の
条
例
２
件
は
健
康

保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
健

康
保
険
利
用
登
録
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

基
本
と
す
る
仕
組
み
に
な

る
こ
と
か
ら
、
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

▼
九
戸
村
子
ど
も
、
妊
産

婦
、
重
度
心
身
障
が
い
者

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
給
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
九
戸
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 保

険
証
の
廃
止
で

関
連
条
例
２
件
を
改
正

決
算
審
査

木の駅の乾燥施設が満杯だ
どのような対策を考えているか

問　
木
の
駅
の「
ま
き
棚

（
乾
燥
施
設
）」が
満
杯
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
ま
ま
で
は
、今
後
の
木

材
の
受
入
れ
に
支
障
が
出

て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
木
の
駅
は
、入
浴
施
設

（
ふ
る
さ
と
の
湯
っ
こ
）の

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
の

使
用
を
念
頭
に
し
た
事
業

だ
が
、ま
き
棚
が
満
杯
と

な
っ
て
き
た
。ま
き
の
販
売

も
行
っ
て
い
る
が
、受
入
れ

量
の
方
が
多
く
、ス
ト
ッ
ク

量
が
増
え
て
い
る
。入
浴

施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、他
の

燃
料
と
の
併
用
で
あ
る
こ

と
か
ら
、ま
き
専
用
ボ
イ

ラ
ー
と
す
る
こ
と
も
考
え

る
が
、現
在
の
ま
き
の
量
で

は
不
足
す
る
。そ
こ
で
、村

営
牧
野
が
業
者
か
ら
購
入

し
て
い
る「
お
が
く
ず
」と

し
て
加
工
し
、使
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

岩渕智幸委員

林業費

ごみ収集の分別が複雑
区分をごみ袋に印刷しては

問　
ご
み
の
分
別
が
複
雑

に
な
っ
て
い
る
が
、
村
で

は
分
別
の
仕
方
を
ま
と
め

た
冊
子
を
作
っ
た
こ
と
は

あ
る
か
。
ま
た
、
分
別
に

迷
う
も
の
も
あ
る
の
で
、

絵
な
ど
を
加
え
て
分
か
り

や
す
く
し
た
り
、
ご
み
袋

に
、
分
別
の
区
分
を
印
刷

し
て
は
ど
う
か
。
二
戸
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
二
戸
広
域
）
で
、
協
議

す
る
場
は
な
い
の
か
。

答　
平
成
30
年
度
に
分
別

収
集
の
手
引
き
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
し
た
の
が

最
後
と
な
っ
て
い
る
。
冊

子
を
作
っ
て
も
、
毎
年
の

よ
う
に
分
別
の
仕
方
が
変

わ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

作
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し

い
。
今
年
の
夏
前
に
は
、

変
更
事
項
に
写
真
を
添
え

た
も
の
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
提
示
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。

　
ご
み
袋
へ
の
区
分
の
印

刷
に
つ
い
て
は
、年
に
２
回

の
担
当
課
長
会
議
は
あ
る

が
、そ
の
よ
う
な
場
に
な
っ

て
い
な
い
。二
戸
広
域
議

会
に
は
議
員
全
員
協
議
会

が
あ
る
の
で
、そ
の
場
で

協
議
す
る
方
法
が
あ
る
か

と
思
う
。

保大木信子委員

清掃費

木の駅では、買い取った間
伐材を「まき」として活用す
るため、細断後に「まき棚」
で乾燥させ保管している

本村の山林面積は約１万ヘク
タールで、村の面積の約75％
を占める。山林資源を有効に活
用することが課題であり、本村
の発展につながる

製材所を整備すれば
木材の利用促進につながる

問　
本
村
に
は
製
材
所
が

な
い
こ
と
か
ら
、
木
材
を

自
家
利
用
し
た
く
て
も
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
自

伐
型
林
業
の
推
進
と
地
域

材
利
用
の
観
点
か
ら
。
ま

た
、
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
も
可
能
だ
と
思
う
の

で
製
材
所
の
整
備
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
村
内
で
伐
採
さ
れ
た

も
の
を
、村
内
で
利
用
で

き
る
こ
と
は
理
想
だ
と
思

う
。た
だ
、民
間
で
行
う
場

合
は
、採
算
ベ
ー
ス
に
乗
ら

な
い
と
難
し
い
。そ
う
い
っ

た
も
の
を
村
が
行
う
こ
と

に
は
一
理
あ
り
、状
況
を

見
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

古舘　巖委員

林業費

『ごみ分別収集手引き』
(平成30年度全戸配布)

決算審査特別委員会
こ こ 注 目に

くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈10〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈11〉



　
本
村
は
条
例
で
予
定
価

格
が
７
０
０
万
円
以
上
の

動
産
を
取
得
す
る
場
合
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ

る
定
と
め
て
い
ま
す
が
、議

決
を
経
ず
購
入
し
た
物
品

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、追
認

を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。議
案
提
出
に

当
た
り
、教
育
委
員
会
事

務
局
が
陳
謝
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
こ
の
議
案
を

審
議
し
、次
の
物
品
の
取

得
に
つ
い
て
、追
認
の
議
決

を
し
ま
し
た
。

・
品
名　
小
学
校
教
師
用

指
導
書
、指
導
資
料

・
数
量　
３
３
８
セ
ッ
ト

・
取
得
価
格　
１
４
０
１

　
万
１
２
５
０
円

・
取
得
先　
有
限
会
社
松

橋
商
店(

軽
米
町)

※
追
認　
判
例
は
、議
会

の
議
決
を
経
ず
に
取
得
さ

れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、事

後
に
追
認
の
議
決
が
さ
れ

た
と
き
に
は
、さ
か
の
ぼ
っ

て
有
効
と
な
る
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

▼
令
和
５
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分　

　
令
和
５
年
度
の
会
計
決

算
で
生
じ
た
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
を
、次
の

と
お
り
決
定
し
ま
た
。

　
▽
資
本
金
への
組
入
れ

１
０
２
６
万
６
５
４
１
円

▽
減
債
積
立
金
４
０
０
０

万
円
▽
建
設
改
良
積
立
金

６
３
２
万
２
６
４
６
円

▼
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
を
一
部

変
更
す
る
こ
と
の
協
議

　
広
域
連
合
の
規
約
変
更

協
議
を
議
決
し
ま
し
た
。

内
容
は
、現
行
の
健
康
保

険
証
の
廃
止
に
伴
い
規
約

中
の「
被
保
険
者
証
及
び

資
格
証
明
書
」の
文
言
を

「
資
格
確
認
書
等
」に
改

め
る
こ
と
な
ど
で
す
。

保
険
証
の
廃
止
に
反
対

久
保
え
み
子
議
員

　
「
現
行
の
健
康
保
険
証

を
残
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

多
く
の
声
が
あ
る
中
、保

険
証
の
廃
止
に
伴
う
変
更

で
あ
り
反
対
す
る
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額

に
１
６
９
４
万
７
０
０
０

円
を
追
加
す
る
補
正
予

算(

第
６
号)

が
村
長
か
ら

追
加
提
案
さ
れ
審
議
の
結

果
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、

村
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
高
額
療
養
費
と
高

額
介
護
合
算
療
養
費
、介

護
保
険
制
度
の
高
額
医

療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
高
額
療
養
費
等
）に
お

い
て
、対
象
者
に
払
い
戻

し
の
申
請
を
勧
め
る
通
知

を
し
な
か
っ
た
結
果
、時
効

に
よ
り
請
求
が
で
き
な
く

な
っ
た
分
を
一
般
会
計
で

負
担
し
て
給
付
金
と
し
て

支
給
す
る
経
費
と
し
て
、

高
額
療
養
費
等
給
付
金

１
６
５
９
万
６
０
０
０
円

と
事
務
費
35
万
１
０
０
０

円
を
措
置
す
る
も
の
で

す
。補
正
予
算
の
財
源
は
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入

れ
で
す
。

　

大
久
保
勝
彦
村
長
は
、

「
事
務
に
不
手
際
が
あ
り

深
く
お
わ
び
し
ま
す
。村
民

の
皆
さ
ま
の
信
頼
が
得
ら

れ
る
よ
う
、二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
進
め

て
い
く
」と
陳
謝
し
ま
し
た
。

時
効
に
よ
る
未
支
給
分
を
給
付

高
額
療
養
費
等
の
給
付
に
１
６
９
４
万
円

第 3 回定例会　こんなことが決まりました。

予算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

小学校統合準備、参院補欠選挙費など

一般会計に９８８２万円を追加
補正予算第５号　　

　一般会計予算の総額に9882万2000円を追加し、
51億142万4000円としました。歳入の内訳は、国県
支出金1495万6000円と助成金996万円のほかに、一
般財源の地方交付税1820万7000円、財政調整基金
5569万9000円となっています。

－追加された主な歳出予算－
・伊保内小学校進入路等工事 …………… 2200万円
・小学校統合ICT機器移設委託料……………579万円
・新型コロナワクチン定期接種委託料 ………987万円
・参議院議員補欠選挙執行経費 ……………887万円
・通学生徒輸送業務委託料 …………………729万円
・索道事業特別会計繰出金 ……………… 1052万円
・国民健康保険特別会計繰出金 …………… 111万円

▶国民健康保険特別会計補正予算(第１号)
　予算総額に111万９000円を追加し、６億７387万1000
円としました。内容は、過年度の資格異動に伴う国民健康
保険税の還付金104万円などです。

❶ゲレンデ復旧工事…崩落した箇所は、スキー場の
中央に位置するダイナミックコースの中腹で（上記
の写真参照）。工事は、再度崩れる可能性もあるこ
とから崩れた土砂とコースの一部の土を削り、コー
スの下側に盛土をしてコースを広げるかたちで行わ
れます。併せて、工事に支障となる照明塔２基が撤
去されます。
❷トイレ改修工事…男子トイレの小便器１基を撤去
して、要望の多かった大便器１基を増やすものです。

　崩落した村営くのへスキー
場のゲレンデ復旧工事とトイレ
改修工事の経費として1052
万6000円を措置しました。今
回の補正により、索道事業特別
会計の予算総額は、2688万
1000円となりました。

採　択
●ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務
教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはか
るための、2025年度政府予算に係る意見書の
提出を求める請願
・請願者　岩手県教職員組合県北部支部長
・紹介議員　保大木信子
※ 上記請願の趣旨に沿った意見書を国の関係

機関に提出しました。

●現行の健康保険証を残すことを求める請願
・請願者　岩手県社会保障推進協議会長
・紹介議員　久保えみ子
　採択に賛成討論　　久保えみ子議員
　国民は保険証の存続を望んでいる
　全国18地方紙の合同アンケートでは、現行
の保険証存続を８割が望んでいる。国民が望
んでいない制度は強制すべきでない。

不採択

令和６年第３回定例会 賛否が分かれた議案等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　氏　名
議　　案　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大
﨑　
優
一

久
保
え
み
子

渡　
　
保
男

川
戸　
茂
男

中
村　
國
夫

坂
本　
豊
彦

上
村　
　
昇

岩
渕　
智
幸

保
大
木
信
子

古
舘　
　
巖

髙
﨑　
覺
志

桂
川　
俊
明

審
議
の
結
果

岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し
議決を求めることについて 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 - 可　決

副村長の選任に関し同意を求めることについて × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ - 同　意
令和５年度九戸村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　定
現行の健康保険証を残すことを求める請願 × ○ × × × × × × × × × - 不採択

※「〇」…賛成、「×」…反対、「欠」…欠席、「 - 」…桂川議長は、賛否同数などの場合にのみ採決に加わります。

村営くのへスキー場

村営くのへスキー場

ゲレンデ崩落の復旧等に1052万円
索道事業特別会計補正予算(第１号)

現地を調査する
総務教育常任委員

工事の概要

工事箇所

▶後期高齢者医療特別会計決算の認定

反対討論 制度に問題がある
久保えみ子議員

  後期高齢者医療制度は、75歳という年齢を
超えただけで安上がりの医療を押し付ける
差別制度だ。高齢者が安心して医療を受け
られるようにするべきだ。

▶副村長選任の同意

反対討論 もう少し精査を
保大木信子議員

　副村長選任は、村政運営に関する重大な
事項である。いろいろなことを精査する必要
があり、時期尚早であると考えて反対する。

議決

指
導
書
の
購
入
を
追
認

財
産
取
得

反
対
討
論

全28議案等のうち、
24件が全会一致で
「可決・認定・採択」
されました。

請願 意見書

くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈12〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈13〉



議長交際費を公表
月

お祝い・会費
件　数 金　額

７月 ３件 １５,０００円
８月 １件 ５,０００円
９月 １件 ３,０００円

※　議長交際費とは、議長が議会の対外的活動を行
うための経費です。

議員は何をしているの？
「議員や議会は何をしているの？」という声を聞きます。
ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

	 ２日	 令和６年第３回定例会　本会議(開会、議案上程)
	 	 岩手県に対する「市町村要望」
	 ４日	 令和６年第３回定例会　本会議(一般質問)
	 	 各常任委員会、議員全員協議会、九戸村村政調査会
	 5日	 岩手県町村議会議長会「知事を囲む懇談会」
	 ６日	 令和６年第３回定例会　本会議(議案審議)
	 	 決算審査特別委員会　～12日まで
	13日	 令和６年第３回定例会　本会議(議案審議、閉会)

９
月

	 ２日	 北部地区町村議会議員研修会
	 ８日	 九戸村議会議員行政視察調査　～11日まで
	17日	 カシオペア連邦議会議員協議会総会
	18日	 岩手県町村議会議長会政務調査会研修会
	22日	 村議会議員全員協議会
	 	 令和６年第３回臨時会　本会議(議案審議)
	30日	 九戸村村政調査会
	 	 議会広報常任委員会

　

九
戸
村
議
会
で
は
、第
３
回

定
例
会
に
お
い
て
、村
議
会
の

会
議
規
則
と
委
員
会
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、会
議
規
則

や
条
例
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る

手
続
き
に
つ
い
て
、地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
可
能
と
な
っ

た
議
会
に
関
す
る
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
す
る
も
の

で
す
。ま
た
併
せ
て
、会
議
規
則

で
は
、議
長
が
会
議
時
間
を
変

更
す
る
手
続
き
の
明
確
化
や
社

会
情
勢
等
に
照
ら
し
た
用
語
の

改
正
を
。委
員
会
条
例
で
は
、

常
任
委
員
に
関
す
る
規
定
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
発
議  

村
議
会
の
会
議
規
則

委
員
会
条
例
を
改
正

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
具
体
化
へ

７
月

大雨に対する被害の軽減対策を
学ぶ議員＝７月２日、北部地区町
村議会議員研修会

事業計画などを協議した平庭地域市町
村議会議員連絡協議会総会＝８月28日

	 ７日	 令和６年第４回臨時会　本会議(議案審議)
	 	 北部地区町村議会議長会「県政要望活動」
	 ８日	 町村議会議員夏季議員大学講座　～９日まで
	21日	 北部地区町村議会議長会「財務大臣への要望活動」
	22日	 岩手県町村議会議長会「中央研修会・岩手県選出国会議員との
	 	 懇談会」　～23日まで
	23日	 岩手県選出国会議員と国土交通省道路局に対する村要望活動
	26日	 議会運営委員会
	27日	 九戸村村政調査会
	28日	 平庭地域市町村議会議員連絡協議会総会

８
月

本
会
議
で
改
正
案
を
提
案
す
る

坂
本
豊
彦
議
会
運
営
委
員
長

第
３
回
・
第
４
回
臨
時
会　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

伊保内小学校への進入路を統合に向け改修へ
　設計業務444万円を予算化

第 ３ 回
臨 時 会
７月2 2日

▶一般会計補正予算(第３号)
　予算総額に601万2000円を追加し、50億190
万9000円としました。歳入の内訳は、一般財源
589万2000円(財政調整基金281万1000円、前年度繰越金308万
1000円)と国庫補助金12万円となっています。

改修は、校内進入路の対面通行
を可能とする拡幅や道路線形の
改良、駐車スペースの整備、相撲
場撤去による国道取り付けの間
口拡幅などが予定されている

県競技会で優勝した第２分団

九戸中学校女子バレー部＝九戸まつり

第 ４ 回
臨 時 会
8月7日

中学校部活動に補助金69万円
－全国大会等への出場を支援－

▶一般会計補正予算(第４号)
　予算総額に69万3000円を追加し、50億260万2000円と
しました。増額の内容は、九戸中学校の女子バレー部の東北
中学校体育大会、水泳部個人の同大会と全国中学校大会
出場に必要な経費に対する補助金です。財源は、一般財源
(地方交付税)です。

▶マイクロバスの取得を議決
　村が所有するマイクロバスのうち１台が取得から26年を経
過し、修繕費用等がかさんでいることから更新するものです。
・物品名等　マイクロバス（乗車定員25人）　１台
・取得価格　954万6900円
・取 得 先　岩手三菱ふそう自動車販売株式会社
　　　　　　県北営業所（二戸市）

議案２件を全会一致で
可決しました。

議案１件を全会一致で
可決しました。

登校する伊保内小学校の児童

－追加された主な歳出予算－
◎伊保内小学校進入路等改修工事の設計業務委託料　444万円
　九戸小学校開校に備え安全性等を図るため、現伊保内小学校
の国道からの進入路等改修の設計業務を行う経費です。

Ｑ　進入路は、100㍍トラック(直走路)設置のため、現在の形
状となったと記憶している。改修によりどうなるか。

A 　現地を再確認して対応したい。現在の校庭の範囲の中
で、改修を行う考えでいる。

◎消防操法競技県大会出場の費用弁償等　129万円
　消防操法競技会支部大会のポンプ車の部で本村第２分団
が、小型ポンプの部で同14分団が優勝したことから、県大
会出場に必要な経費(旅費・補助金)を措置するものです。

くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈14〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈15〉



一
般
質
問

問　
伊
保
内
高
校
で
は
生

徒
確
保
対
策
と
し
て
、県

外
か
ら
の
入
学
者
を
募
集

し
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
、受
入
れ
に
必
要
と
な

る
住
居
の
現
状
で
は
、来

年
度
の
新
規
受
入
れ
は
２

人
が
限
界
と
思
わ
れ
る
。

伊
保
内
高
校
の
存
続
に
向

け
て
、県
外
入
学
者
を
増

や
す
た
め
に
は
、新
た
な

共
同
住
宅
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長　
来
年
度
に
お
け
る

伊
保
内
高
校
の
県
外
募
集

の
人
数
は
、受
入
れ
可
能

な
住
居
の
状
況
か
ら
ご
指

摘
の
と
お
り
、２
人
が
限

界
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

高
校
を
地
元
に
残
す
た

め
に
は
、県
外
か
ら
の
受
入

れ
は
大
事
で
あ
り
、住
居

の
確
保
は
必
須
の
条
件
と

な
る
。共
同
住
宅
に
つ
い
て

は
、教
育
振
興
会
で
も
早

急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
し
て
共
有

し
て
い
る
が
、財
政
事
情
等

も
あ
り
来
年
と
い
う
の
は

厳
し
い
。教
育
振
興
会
で

意
見
が
出
さ
れ
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
下
宿
な
ど
も
含

め
て
課
題
解
決
に
向
け
て

整
理
し
つ
つ
、教
育
振
興
会

や
村
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、伊
保
内
高
校

の
存
続
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

問　
県
教
育
委
員
会
で

は
、令
和
８
年
度
以
降
対

象
の「
次
期
県
立
高
等
学

校
再
編
計
画
」策
定
に
向

け
た
地
区
別
懇
談
会
を
開

催
し
て
お
り
、本
年
度
内

に
次
期
計
画
の
土
台
と
な

る「
県
立
高
等
学
校
教
育

の
在
り
方
」が
決
定
さ
れ

伊保内高校存続に向けて有識者の
懇談会を設置する考えはないか
村長▶必要に応じて既設の教育振興会に
　　　有識者を招く方向で考えたい

県
外
募
集
に
は
住
宅
整
備
が
必
要

４月７日に行われた伊保内高校の入学式。令和６年度の入学４月７日に行われた伊保内高校の入学式。令和６年度の入学
者数は33人。うち九戸中学校出身者は22人となっている。者数は33人。うち九戸中学校出身者は22人となっている。

中
村
國
夫
議
員

問　
伊
保
内
高
校
は
、本

村
の
人
口
減
少
や
少
子
化

の
進
行
に
伴
い
、入
学
者

の
確
保
が
今
後
よ
り
難
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、有
識
者
に
よ

る
懇
談
会
を
設
置
す
る
こ

と
で
新
し
い
考
え
方
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、伊
保
内

高
校
の
存
続
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

村
長　
村
で
は
、伊
保
内

高
校
教
育
振
興
会(

教
育

振
興
会
※)

を
平
成
12
年

度
に
立
ち
上
げ
、伊
保
内

高
校
の
発
展
や
本
村
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

有
識
者
懇
談
会
に
つ
い

て
は
、新
た
な
組
織
を
設

置
す
る
よ
り
も
、引
き
続

き
こ
の
教
育
振
興
会
を

活
用
し
、必
要
に
応
じ
て

有
識
者
を
招
い
て
情
報
等

を
得
な
が
ら
、議
論
を
活

発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

過
去
の
経
緯
な
ど
が
分
か

り
、対
策
を
講
じ
や
す
い

と
考
え
て
い
る
。

る
。中
学
校
卒
業
者
の
減

少
は
、今
後
一
層
進
む
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

高
校
の
存
続
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
村
長
は
、伊
保
内
高
校

の
存
続
に
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
、ど
う
取
り
組
ん

で
行
く
の
か
。

村
長　

今
年
４
月
に
県

教
育
委
員
会
が
公
表
し
た

「
県
立
高
等
学
校
の
在
り

方
中
間
ま
と
め
」で
は
、望

ま
し
い
県
立
高
校
の
最
低

規
模
を
１
学
年
２
学
級
と

し
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況

か
ら
、県
内
の
全
市
町
村

長
で
組
織
す
る
岩
手
の
高

校
教
育
を
考
え
る
市
町
村

長
懇
談
会
で
は
、「
入
学

者
が
１
学
級
で
２
年
連
続

20
人
以
下
と
な
っ
た
場
合

で
も
、現
在
あ
る
高
校
を

存
続
す
る
こ
と
」な
ど
を

県
教
育
長
に
提
言
し
た
。

こ
う
し
た
要
望
活
動
を
継

続
し
な
が
ら
村
と
し
て
も
、

で
き
る
限
り
の
支
援
策
を

講
じ
て
高
校
存
続
に
尽
力

し
た
い
。

高
校
の
存
続
に

ど
う
取
り
組
む

伊保内高校入学者数の推移
令和２ ３ ４ ５ ６

入学者数 26人 15人 26人 23人 33人
うち県外  0人  0人  2人  2人  3人

※  「地域みらい留学事業」により、令和４年度の入学者から全国
　募集を行っている。

～村政を問う～
一般質問に3人が登壇

　令和６年第３回定例会での一般質問は９月４日に行われ、３人の議員が一般質問に登壇し、
活発な議論が展開されました。掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
※　全文記録(議事録)は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

中村　國夫 議員 ○伊保内高校の存続について
○本村の第１次産業の振興と若者の雇用確保について 17

保大木信子 議員 ○村政運営について
○学童保育について 18

久保えみ子 議員

○国が求めている農業地域計画について
○子どもがお金の心配をしないで高等教育を受けることができ
る村政を進めることについて
○新型コロナウイルス感染症から村民の命と健康を守るための
対策について

19

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村議会では、１人60分以内の制限時間で質問を行います。

※  教育関係者や商工会など18団体等で組織し、伊保内高校の魅力化事
業や同校への進学率を高める運動を行っている。会長は、大久保村長。

議会を傍聴してみませんか !
皆さんの代表が、議会でどのような発言をしているのか。
一度、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。
次の定例会は、12月９日からの予定です。

【お問い合わせ】   議会事務局（☎43-3326）まで 山
や ま ぐ ち

口  泰
や す ひ ろ

寛さん（伊保内上）

「
村
が
ど
の
よ
う
な
取
組
を

進
め
る
の
か
」、い
つ
も
関
心
を

持
っ
て
傍
聴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

議
会
に
は
、よ
り
良
い
む
ら
づ
く
り
に

向
け
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

傍 聴 席 か ら

くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈16〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈17〉



一
般
質
問

一
般
質
問

問　
農
水
省
は
、
農
業
集

落
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
の
「
地
域
計
画
（
※
）」

を
作
成
す
る
よ
う
市
町
村

に
求
め
て
い
る
。
九
戸
村

で
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画

を
掲
げ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

村
長　
村
で
は
、
地
域
計

画
の
策
定
に
向
け
て
全
村

を
六
つ
に
分
け
、
地
域
協

議
を
そ
れ
ぞ
れ
２
回
開
催

し
て
き
た
。
協
議
の
場
で

は
、
担
い
手
不
足
や
高
齢

化
、
小
さ
な
農
地
が
点
在

す
る
こ
と
か
ら
規
模
拡
大

が
難
し
い
な
ど
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
協
議
の

経
過
か
ら「
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
約
」「
集
積
に

よ
る
生
産
面
積
の
拡
大
」

に
よ
り
、「
生
産
性
の
高
い

農
業
経
営
」に
取
り
組
め

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、地
域
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。計
画
は
、策
定
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、随
時

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

農
業
経
営
の
発
展
と
集
落

の
維
持
に
努
め
た
い
。

問　
農
業
は
、地
域
の
環

境
と
深
い
関
係
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、効
率
㆒

辺
倒
の
農
政
を
見
直
す
必

要
が
あ
り
、中
小
農
家
を

含
め
た
全
て
の
農
家
を
担

い
手
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
で
、農
村
と
農
業
の

再
生
へ
と
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
本
村

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
再
生
さ
せ
、「
農
業
を

継
い
で
ほ
し
い
」「
農
業

を
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

言
え
る
農
業
政
策
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
策
定
す
る
地
域
計
画

は
、
そ
の
よ
う
な
計
画
と

な
る
の
か
。

村
長　
地
域
計
画
は
、「
今

後
も
農
業
で
利
用
す
る
区

域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」

「
農
地
の
集
約
化
」を
目

的
と
し
た
計
画
で
あ
り
、

提
言
の
あ
っ
た
よ
う
な
施

策
の
要
素
に
も
な
る
と
考

え
る
。本
村
に
は
、さ
ま
ざ

ま
な
経
営
形
態
が
あ
る
こ

と
か
ら
、本
村
に
適
し
た

将
来
の
農
地
利
用
と
な
る

よ
う
地
域
の
話
し
合
い
に

よ
り
、計
画
作
成
を
進
め

て
い
る
。

　

今
回
作
成
す
る
計
画
の

内
容
は
、
農
業
政
策
の
全

て
を
補
完
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
基
盤
整

備
補
助
や
村
野
菜
価
格
安

定
補
償
制
度
、
営
農
指

導
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
所
得
の
向
上
を
支
援

し
た
い
。
ま
た
、
現
場
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
制
度

が
あ
り
拡
充
で
き
る
も
の

は
拡
充
さ
せ
、
な
い
も
の

は
国
や
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

問　
長
期
休
暇
中
の
学

童
保
育(

※)

で
は
、室
内

で
朝
か
ら
夕
方
ま
で
過
ご

し
て
い
る
。そ
の
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
苦
痛
と

な
っ
て
は
い
な
い
か
。外
で

の
遊
び
な
ど
、何
か
対
策

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長　

熱
中
症
な
ど
屋

外
は
何
ら
か
の
リ
ス
ク
を

伴
う
こ
と
か
ら
、室
内
で

の
活
動
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、外
で
の
活
動
は
体

力
維
持
や
新
し
い
発
見
な

ど
、プ
ラ
ス
の
要
素
も
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

指
摘
の
よ
う
な
ス
ト
レ

ス
や
体
力
面
な
ど
へ
の
配

慮
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。学
童
保
育
と
は

別
に
、参
加
し
や
す
い
外

で
の
活
動
が
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、そ
の
対
策

と
し
た
い
。

学
童
保
育
に
外
で
の
遊
び
を

伊保内小学校の校舎内に開設されている本村の学伊保内小学校の校舎内に開設されている本村の学
童保育施設（放課後児童クラブ）。令和５年度は延べ童保育施設（放課後児童クラブ）。令和５年度は延べ
6973人が利用。事業費(委託料)は、1016万円6973人が利用。事業費(委託料)は、1016万円

農業集落の将来ビジョンとして
どのような地域計画を掲げるのか
村長▶農地の集積・集約を進めることで
　　　地域農業の発展を目指す

村長は地域課題を解決するため
何から改革を進める考えか
村長▶総合政策の企画と調整を一本化し
　　　「村づくり推進課」を設置する

返
済
不
要
の
奨
学
金
が
必
要
で
は

問　
村
民
の
暮
ら
し
が

苦
し
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

経
済
的
な
理
由
で
進
学
を

断
念
し
た
と
い
う
事
態
も

起
き
て
い
る
。子
ど
も
た

ち
が
、お
金
の
こ
と
を
心

配
せ
ず
に
進
学
で
き
る
よ

う
、高
校
生
以
上
を
対
象

と
し
た“
返
さ
な
く
て
よ

い
”給
付
型
奨
学
金
を
創

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、返
済
中
の
奨
学

金
に
つ
い
て
は
、村
が
支

援
し
て
、負
担
の
軽
減
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
家
庭
の
経
済
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、高
等
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、原
則
と
し
て
国

が
制
度
を
整
備
す
べ
き
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
、財
政
的
面
か
ら

も
、資
格
要
件
な
ど
の
制

度
的
な
面
か
ら
も
、多
分

に
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

国
・
県
の
今
後
の
動
き
、

他
市
町
村
の
動
向
等
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

返
済
中
の
奨
学
金
に
対

す
る
支
援
は
、若
者
の
移

住
定
住
を
促
進
す
る
政
策

の
一
つ
と
し
て
、人
口
減
少

と
そ
れ
に
伴
う
担
い
手
不

足
解
消
な
ど
に
資
す
る
と

考
え
て
い
る
。早
期
の
制

度
化
に
向
け
て
、検
討
を

進
め
た
い
。

地域計画策定に向けて作業を行う農業者ら
＝６月27日、山村開発センター

保
大
木
信
子
議
員

久
保
え
み
子
議
員

問　
村
政
を
運
営
す
る

に
当
た
っ
て
、広
く
意
見

を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
大

事
な
こ
と
で
あ
る
と
は
思

う
が
、本
村
は
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
予
想
以
上

に
進
ん
で
お
り
、時
間
的

余
裕
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
る
。待
っ
た
な
し
の
現

状
で
は
、自
ら
の
決
断
と

実
行
力
で
改
革
を
進
め
る

こ
と
も
望
ま
れ
、政
治
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ

れ
る
。

　
村
長
は
こ
う
し
た
中
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
め

に
、何
か
ら
改
革
を
進
め

る
考
え
か
。

村
長　

縮
小
社
会
に
向

か
っ
て
い
く
本
村
に
お
い

て
は
、安
心・安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
、

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
実
現
は
、地
域
で
の

懇
談
を
重
ね
る
こ
と
で
当

事
者
意
識
を
持
ち
、む
ら

づ
く
り
へ
の
思
い
を
一
緒

に
す
る
村
民
を
、一
人
で

も
多
く
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
体
制
づ
く
り
の

第
一
歩
、改
革
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て「
村
づ
く
り
推
進

課
」を
設
け
る
条
例
案
を

本
定
例
会
に
提
出
し
て
い
る

（
関
連
記
事
11
㌻
）。

　

新
た
な
課
は
、政
策
の

総
合
的
な
企
画
と
調
整
を

一
本
化
し
、効
率
的
に
事

務
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、来
年
度
閉
校

す
る
小
学
校
の
校
舎
の
活

用
な
ど
、重
要
課
題
の
検

討
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

問　
職
員
の
メ
ン
タ
ル
の

充
実
は
、村
政
運
営
に
欠

か
せ
な
い
。職
員
が
明
る

く
仕
事
を
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、村
長
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
近
年
の
業
務
量
の

増
加
に
よ
り
職
員
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
中

で
、お
互
い
の
意
見
を
聞
い

て「
ど
こ
に
問
題
が
あ
り
、

ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る

の
か
」と
い
う
、問
題
解
決

の
共
通
認
識
を
高
め
る
話

し
合
い
の
機
能
が
落
ち
込

ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

職
員
が
ば
ら
ば
ら
で
、自

分
の
役
割
を
実
感
で
き
な

い
よ
う
な
職
場
で
は
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、管
理
職
と

共
に
私
自
身
も
気
軽
に
相

談
が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く

り
な
ど
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、行
財
政
改
革
に

よ
る
業
務
の
見
直
し
や
適

材
適
所
の
職
員
配
置
に
意

を
配
る
と
と
も
に
、メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
受
講
さ

せ
た
管
理
職
に
よ
る
職
員

面
談
な
ど
に
よ
り
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

職
員
の
意
欲
を

ど
う
高
め
る
か

小学校統合後の校舎等の活用は大き小学校統合後の校舎等の活用は大き
な課題。写真は、戸田小学校な課題。写真は、戸田小学校

※　共働き・ひとり親の小学生の放課後や学校休業日の生活を家庭に代わり
保障することを通して、親の仕事と子育ての両立支援を目的としている。

※　農業者等の話し合で、地域農業の将来の在り方をまとめた「計画書」と
農地一筆ごとに利用者を明確化した「目標地図」をセットで作る将来計画。 くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行 〈18〉くのへ議会だより　第235号・令和6年11月14日発行〈19〉



小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。

給食
だいすき

　九
戸
村
の
よ
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し

ま
す
。
一
つ
目
は
、
お
い
し
い
食
べ

物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
鶏

肉
や
甘
茶
は
、
と
て
も
お
い
し
い
の

で
、
一
度
食
べ
た
ら
絶
対
に
や
み
つ

き
に
な
り
ま
す
。
僕
が
特
に
好
き
な

の
は
、
給
食
に
も
出
る
甘
茶
か
ら
あ

げ
で
す
。
衣
に
も
味
が
つ
い
て
い

て
、
お
い
し
い
で
す
。

　二
つ
目
は
、
自
然
が
豊
か
な
と
こ

ろ
で
す
。
九
戸
村
に
は
木
々
や
動
物

の
珍
し
い
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
折
爪
岳
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に

行
く
と
、
見
た
こ
と
も
な
い

植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
頂
上
ま
で
登
る
と
展
望

台
が
あ
り
、
景
色
は
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
誰

か
と
一
緒
に
展
望
台
か
ら
の
景

色
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　僕
は
、
九
戸
村
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
九
戸
村
に
た
く
さ
ん
の
街
灯

を
た
て
て
ほ
し
い
で
す
。
街
灯
が
あ

る
こ
と
で
、
村
を
明
る
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
事
故
も
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
僕
は
、
陸
上
を
や
っ
て
い

て
、
夜
に
走
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

安
全
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
よ

う
、
江
刺
家
地
域
に
も
た
く
さ
ん
の

街
灯
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

九
戸
村
の
よ
い

と
こ
ろ
と
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

の
じ
り 

り
く

江
刺
家
小
学
校 

６
年 

野
尻 

璃
久 

さ
ん

みんなで食べると
10倍おいしいネ!!

グレアム先生（外国語指導助手）、留学生のエイリさんと給食時間を過ごす5・6年生
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　表紙の写真は、九曜塾の収穫体験
（37人参加）で大きなサツマイモを掘
り起こした大村羚

れ お

央さん（伊保内小学
校３年）。収穫の後は、みんなで焼き芋
にし、秋の味覚と青空を満喫しました。
九曜塾は、小学校の統合を前にした交
流の場にもなっているようです。

●
コ
ロ
ナ
も
昨
年
５
月
か
ら
５
類
に
移
行
と

な
り
ま
し
た
が
移
行
後
１
年
間
で
、全
国
で

３
万
２
千
人
の
方
々
が
合
併
症
等
で
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
と
の
報
道
が
先
日
あ
り
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

流
行
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
ご
油
断

な
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●
各
小
学
校
で
は
、統
合
前
最
後
の
学
習
発
表

会
が
行
わ
れ
、地
域
の
歴
史・文
化
、自
分
た
ち

の
未
来
を
題
材
と
し
た
劇
を
拝
見
し
、今
後

の
村
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
逞た

く
ま

し
さ
を

感
じ
、希
望
を
持
ち
ま
し
た
。
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任
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岩
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◆
発
行
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者
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長　
桂
川　
俊
明

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
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あ
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が
き
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